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校 種 教 科 教科用図書目録に搭載された教科書総数 本報告書の総 ページ数 

小学校 音楽 ２ ４ 

 

調査研究の観点及び各教科書の特徴 

観点 

発行者 基礎・基本の定着 
主体的に学習に 

取り組む工夫 

内容の構成・配列 

・分量 
内容の表現・表記 言語活動の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７ 

教出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 題材や学習目標の示し方 

・題材名は見開き左上に横書きで記載してあ

る。 

・各教材の学習目標がそれぞれの教材のペー

ジの左上に横書きで表記されている。音楽

要素を，色を変えて示されている。 

・学習活動の見通しを示す文を見開き左側に

縦書きで示している。また，目次にも見通

しを示す文を示している。 

・新出の音楽記号は，見開き右側に記載され

ている。 

・学び方ナビ（学び方を知ろう）のマークを

付け，文章で学習の仕方や活動の視点を記

載している。また，同時にイラストや吹き

出しを使って考え方のヒントなどを示し

ている。 

 

② 歌唱の基礎基本の定着を図るための工夫 

・第３学年第４学年に「歌声」のコーナーを

設け，歌い方のポイントを写真や絵と文で

示している。＜例第３学年 P４３ 体の力，

のどのおく：第４学年 p.２９おなかを使っ

て歌おう＞ 

・「学びナビ」で言語活動と関連させ，歌い方

の工夫を話し合わせたり考えさせたりす

る内容を入れている。 

④音楽的な見方・考え方

を働かせる工夫 

・学習過程の示し方 

学習目標の扱い「みん

なで合わせて」第３学

年「音のひびきや組み

合わせを楽しもう」，

「ひょうしとせんり

つ」「音の動き方を生か

してせんりつをつくろ

う」など音楽を形づく

っている要素とそのは

たらきの視点を示した

学習目標が示されてい

る。 

・第３学年の音楽作りで

は，まず楽器を選ばせ

ることで意欲を持た

せ，音の出し方を試行

錯誤させながら音楽の

感じを味わわせてい

る。カードは６種類と

多く，どの楽器でもク

レッシェンドやデクレ

ッシェンドが出せるよ

⑥わが国の音楽に関

する内容 

鑑賞曲：１６曲， 

歌唱教材：２３曲，

和楽器：第２学年 

から１８種 

「にっぽんのうた 

みんなのうた」コー

ナーを配置。鑑賞教

材では，実際に歌っ

たり，太鼓の口唱歌

を唱えたりする活

動が示されている。 

 

⑥ 題材や資料の配列 

歌唱：低学年から交

互唱・輪唱・パート

ナーソングを配置。

第３学年生から部

分二部合唱，二部合

唱が配置され，第５

学年から三部合唱

を導入し，系統的に

学習が進められて

いる。 

特徴的な楽器：ハー

⑧〔共通事項〕の指導

を充実させる工夫 

・音楽を形づくってい

る要素を「見開き右

ページ上に「音楽の

もと」として示し，

中・高学年にはメモ

欄がある。 

・巻末に「音楽のもと」

があり音楽を形づ

くっている要素が

まとめてある。表現

は絵が多用されて

いる。音楽記号など

その学年までにな

るものとその学年

で習うものが整理

されている。 

・「打楽器資料」として

打楽器の扱い方が

各学年で順次紹介

されている。 

・既習事項のページや

関連の資料等のリ

ンク先をかえるの

⑨表現及び鑑賞教材

における言語活動

の工夫 

・表現：第６学年歌唱

教材の中で，学習過

程を示し「曲全体の

イメージやいいな

と思ったところを

話し合おう」「思い

や意図が伝わって

いるか，『もっとこ

うしたいな』と思う

ところを話し合お

う」など表したい思

いや意図を言葉で

伝え合う場面が設

定されている。ま

た，実際に歌って音

楽表現を高めてい

る場面の設定など

があり，学び合う音

楽として個人で曲

の魅力を見つけた

り，グループでどん

な表現にしていき

たいか話し合った

りして，学び合いな



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７ 

教出 

 

＜例第４学年 p.２９スタッカートの歌い方，

第４学年 p.２９，第５学年 p４５せんりつ

の特徴にあった声・歌い方＞ 

③ 器楽の基礎基本の定着を図るための工夫 

・リコーダー学習の導入（第３学年） 

目次にリコーダーのページをまとめて記

載。指導順は【リコーダーのつくりや各部

の名称を知る→鑑賞曲を聴く（５曲）→リ

コーダーの種類を知る（５種類）→楽器の

構え方や持ち方を知る→「シ」の音をふく】

となっている。 

・リコーダーの鑑賞曲「いつも何度でも」 

・リコーダーの扱い 

「こんにちはリコーダー」と「めざせ楽器

名人（２段階）」としてリコーダーの指導を

特化し，３段階で指導している。第４学年

で４段階めの指導が設定されている。 

・学習する音の順番 

第３学年「シ・ラ・ソ・ド
－

・レ
－

・ファ・ミ 

・レ」 

第４学年「ミ
―

・ド・♯ソ」 

低音のドが第４学年で新出の音になる。 

・息の吹き込み方・タンギング・サミングの

説明は，「大きなシャボン玉をふくときの

ような息でふく」タンギング「トゥ」「ル」

第４学年高音「ティ」サミングの２方法を

写真と言葉で説明している。 

・指使いの説明は，階名，五線譜，吹き口

を下にした子供の目線でのリコーダーの

イラストで示してある。 

・息の吹き込み方：大きなシャボン玉を作る

時のような息でまっすぐ出してふくよう

説明してある。 

うになっている。 

 

 

・基本のリズムや旋律が

示された数種類のカー

ドを組み合わせで音楽

を作ることから始め，

自分で考えたリズムや

旋律に発展させて取り

組むことができるよう

な指導過程を取ってい

る。 

 

⑤音や音楽を生活や文化

などに関連付ける工夫 

・第１学年・第２学年・第

３学年では，音のスケ

ッチとして身近な生活

の中にある音を使って

遊ぶことを取り上げて

いる。第４学年生から

は巻頭に音楽の世界で

活躍されている人（新

妻聖子さん，野村萬斎

さん，辻井伸行さん）を

取り上げている。また

「音楽の旅」第５学年・

「音楽にできること」

第６学年など世界の音

楽や音楽と社会のつな

がりなどについて示さ

れている。 

モニカ第１学年，グ

ロッケン・ビブラフ

ォーン・マリンバ第

２学年，シェーカ

ー・フロアートーム

第４学年，しの笛第

５学年 

合奏曲： 

第１学年なし， 

第２学年４曲， 

第３学年３曲， 

第４学年２曲， 

第５学年４曲， 

第６学年４曲 

第１学年生は合唱

曲なし。 

第６学年で「八木

節」を取り入れてい

る。 

 

マークで示し，振り

返りや関連した学

習ができるように

なっている。 

 

・第３学年歌唱「せん

りつのリズムを手

で打つ」，第６学年

鑑賞「旋律の流れに

合わせて手などを

動かしたり」などに

より体を動かす活

動を取り入れてい

る。 

 

がら音楽を表現し

ていくという学習

を仕組んでいる。 

・鑑賞：第４学年音楽

に合わせて体を動

かしたり，歩いた

り，指揮をしながら

聞いて，気がついた

ことや感じたこと

を友達とお話しよ

う」と示すなど，言

語活動を取り入れ

ている。 

・聞き取ったことなど

を記入する欄の記

載がある。書いたこ

とをもとに，友達と

伝え合う活動の設

定がある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２７ 

教芸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 題材や学習目標の示し方 

・題材名はその題材のトップページの左側に

大きく目立つように示している。また，ト

ップページの題材名の地の色と同じ色の

文字でその題材のすべてのページの左側

に記載されている。 

・各教材の学習目標がそれぞれの教材のペー

ジの左上に横書きで表記されている。 

・学習活動の見通しを示す文を見開き左側の

題材名の下に縦書きで示している。また，

教材の目標の下にもその教材を学習する

にあたっての活動の見通しが記載されて

いる。目次の前に見開きページを作り，そ

の学年で学習する内容がイラストと短い

文で一覧できるように，まとめてある。 

・新出の音楽記号は，「新しくおぼえること」

という欄を設けて記載されている。 

・キャラクターに噴出しの中で児童の気付き

を引き出す呼びかけがなさせている。前に

学習したことをもう一度確かめるための

ページのマークで学習の基本を繰り返し

学ぶ機会を設けている。 

② 歌唱の基礎基本の定着を図るための工夫 

・「うたごえ」や「歌声１・２」としたコーナ

ーを設け歌い方を絵と文で示している。 

＜第１学年口の中をあける，第２学年姿勢，

第３学年頭声発声第４学年１のどのあけ

方，２スタッカート・第５学年１低い音の

時２変声期，第６学年１発声，②変声期＞ 

・言語活動と関連させ，歌詞・曲の特徴など

をどう表現するかを考えさせる内容を取

り入れている。＜第６学年ふるさと・思い

出のメロディー＞ 

③ 器楽の基礎基本の定着を図るための工夫 

・リコーダー学習の導入（第３学年） 

指導順は【リコーダーのつくりや各部の名

称を知る→鑑賞曲を聴く（２曲）→リコー

④ 音楽的な見方・考え

方を働かせる工夫 

・学習過程の示し方 

学習目標の扱い「いろ

いろな音のひびきを感

じ取ろう」第３学年「音

のとくちょうを生かし

て音楽をつくりましょ

う」，「いろいろなリズ

ムを感じ取ろう」第４

学年「繰り返しや変化

を使って，リズムアン

サンブルをつくりまし

ょう」など音楽を形づ

くっている要素とその

はたらきの視点をより

具体的に示した学習目

標が示されている。 

・第３学年の音楽づくり

では，基本のリズムや

旋律が例として示さ

れ，それを使って自分

で考えたリズムや旋律

を作って組み合わせる

指導過程を取ってい

る。まず，カードを選ば

せ，リズムや旋律の特

徴に合わせた楽器を選

ばせる活動が示されて

いる。 

 

 

 

 

 

⑥ わが国の音楽に関

する内容 

鑑賞曲：２２曲， 

歌唱教材：１６曲， 

和楽器：第３学年か

ら２３種 

「 歌 い つ な ご う 

日本の歌」コーナー

を設置。鑑賞教材で

は，実際に口唱歌の

体験や民謡の歌い

方をまねする体験

活動が示されてい

る。 

 

⑦ 題材や資料の配列 

歌唱：第１学年で交

互唱，第２学年で輪

唱，第３学年オステ

ィナート唱，第４学

年でパートナー唱，

二部合唱，第５学年

で部分三部合唱，第

６学年で三部合唱

と系統的に学習が

進められている。 

特徴的な楽器：小太

鼓・キーボード第２

学年，長胴だいこ・

ウィンドチャイム

第３学年，こと・コ

ンガ第４学年，カバ

サ・サスペンディッ

ドシンバル第５学

年 

合奏曲： 

⑧[共通事項]の指導

を充実させる工夫 

・音楽を形づくってい

る要素を見開き右

ページ下に示して

いる。 

・巻末の「ふりかえり

のページ」にその学

年で音楽を形づく

っている要素が関

連するページ番号

とともにまとめら

れている。＜全学年

＞ 

・巻末の資料のページ

に「いろいろな音

符・休符・記号」が

一覧で示され，前学

年までに習ったも

のと本学年で習う

もの・これから習う

ものとが色分けさ

れ，本学年分はペー

ジが記され，新出ペ

ージと連動させて

ある。 

・「新しく覚えること」

として新出するた

びに記されている。 

・第３学年歌唱「せん

りつを指でたどり

ながら」，第６学年

鑑賞「音楽に合わせ

て体を動かしたり

指揮のまねをした

⑨表現及び鑑賞教材

における言語活動の

工夫 

・表現：第６学年歌唱

教材の中で，「歌詞

や曲の特徴につい

て話し合いましょ

う」「どのように歌

いたいかを考えて

発表しましょう」な

ど表したい思いや

意図を言葉で伝え

合う場面が設定し

てあり，実際に歌っ

て音楽表現を高め

ている場面の設定

など，歌詞や曲の特

徴について話し合

う活動や，よりよい

表現方法を考え，話

し合う活動を仕組

んでいる。また，音

楽で思いを伝える

ことができるよう，

自分の思いを書く

欄を設定している。 

 

・鑑賞：第３学年「か

んじたこと気付い

たことをまとめま

しょう。」としてそ

のことを書くため

の表がある。まとめ

たことを振り返り

ながらア→イ→ア

の曲のまとまりに



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２７ 

教芸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダーの種類を知る（４種類）→楽器の構え

方や持ち方・手入れの仕方を知る→「シ」

の音をふく】となっている。 

・リコーダー鑑賞曲に「ピタゴラスイッチ」 

・リコーダーの扱い 

第３学年「リコーダーのひびきをかんじと

ろう」の題材で導入し（３段階），その後は，

リコーダー指導と題材の学習目標を関連

させて，リコーダーの指導を継続（４・５

段階）させている。さらに第４学年で高音

３度を「旋律の重なり」の題材で取り上げ

ている。 

・学習する音の順番 

第３学年「シ・ラ・ソ・ド
－

・レ
－

・ファ・ミ 

・レ・ド」 

第４学年「ミ
―

・ファ
―

・ソ
―

」 

第４学年新出の３音が，１ページにまとめ

て表記されている。 

リコーダーの紹介・演奏の基本事項が項目

立てされ，イラスト・写真・文などで具体

的に説明されている。（楽器の扱い方，息

[音]の止め方，リコーダーの音あなのとじ

方，指のはらがどこか等） 

・息の吹き込み方：大きなシャボン玉を作

る時のような息でやさしくふくよう説明

してある。 

・息の吹き込み方・タンギング・サミングの

説明は，タンギング「tuトゥ」「t」と止め

るスタッカート「ツゥッ」高音「ティ」と

発音するように・第４学年サミングの２方

法を写真と言葉で説明してある。 

⑤ 音や音楽を生活や文

化などに関連付ける

工夫 

・第１学年・第２学年で

は，題材に身近な生活

の中にある音に関心を

持ち，音楽的要素を扱

う内容を取り入れてい

る。第３学年・第４学年

では日本の鑑賞教材と

して伝統文化を取り上

げている第５学年・第

６学年生では巻頭に世

界で活躍している表現

者（浅田真央さんや市

川猿之助さん）を取り

上げ，音楽を表現の一

部として示されてい

る。また「特集」や鑑賞

と歌唱などと関連させ

たり，題材として「日本

や世界の音楽に親しも

う」を設定したりして，

世界の音楽や音楽と社

会のつながりが示され

ている。低学年で音の

おもしろさに気づか

せ，第６学年生で音楽

の働きや役割を考えさ

せるようにし，音や音

楽と生活や社会との関

わりと考える力が身に

つくよう系統的に発展

させている。 

第１学年１曲， 

第２学年２曲， 

第３学年４曲， 

第４学年３曲， 

第５学年４曲， 

第６学年５曲 

第１学年生から合

奏曲を取り入れて

いる。 

 

り」などにより体を

動かす活動が示さ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気をつけてききま

しょう」として，視

点を持って再度音

楽を聴く場面の設

定がされている。 

  

 


